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神 通 力 の 獲 得 方 法

佐 々 木 閑

仏教の聖典にはいたるところに神通力の描写がでてくる。仏陀を初め,有 名

な弟子達の多くが神通力の達人である。仏陀殺害を目論んだ,か の悪人提婆達

多でさえ神通力をあやっった。仏教は神通力の獲i得を最終 目標 とする宗教では

ないが,解 脱にむかって修行するうちにいつしか不思議な力が身に付 くものと

考えられたのである。最初期の阿含経の段階では,神 通力の獲得についての一

般則などは存在しなかったが,阿 含の教義が体系化されたアビダルマの時代に

なると,神 通力は修行の必然的成果 として修行階梯の中に含み込まれるように

なる。アビダルマでは,凡 夫が修行によって次第に煩悩を滅 していって解脱に

至るまでの階梯を細か く規定するようになる。いわば修行のマニェアル化であ

る。そして この中,禅 定と深 く結びついたかたちで神通力の獲得が位置づけら

れるのである。したがって,神 通力は,修 行しているうちになんとなく身に付 く

とい うものではなくなった。これこれこうい う修行が達成 された時点で,こ う

い う神通力が使えるようになるとい うはっきりとした基準ができたのである。

大乗が勃興 して,そ れまで とは異質の解脱手段が説かれるよ うになると,こ の

アビダルマの解脱マニュアル も一般性を失ってい くが,そ れでも声聞乗(いわゆ

る小乗仏教)の世界では変 らず保持されていった。中国や日本など,声 聞乗 と菩

薩乗が入 り混 って受容された仏教世界では,こ のようなアビダルマの体系は,

仏教思想の基礎知識 としての役割は残していた ものの,実 際の修行マニュアル

としてはもはや機能 しなくなった。したがって,神 通力 も,確 かに高徳の僧な

ら身に付けていて も不思議はないが,具 体的にどうやったら身に付 くのかとい

う実際の獲得方法まではいちいち考慮しないとい うのが常識 となった。たとえ

ぼ禅宗であるが,も し禅がアビダルマの修行階梯に組み込 まれたかたちで受容
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されてい たな ら,そ れ は神通力の獲得 と必然的に結 び付 いているのだか ら,禅

宗 は神通力 のセ ンターに なってい る筈であ る。 ところが実際 は禅宗 と神通力 の

結 び付 きは薄い。禅者の神通力が全 く否定 されてい るわけではないが,か とい

って表舞 台に現われ るわ けで もない。 これは禅宗の禅が,ア ビダルマの禅 と違

うか らである。 この よ うに我 々は,自 分達の仏教受 容の特殊性 か ら,神 通力 を

極 めて朧 ろ気 な もの として理解 して しま う。 しか し先 に も言 ったよ うに,ア ビ

ダルマ体系 を保持す る仏教世界では,神 通力は得 るべ くして得 られる必然 の力

である。 では どうや った ら得 られ るのか。 本稿では,そ の方法 を,最 も整 った

修行 マニ ュアルの一つであ る,Buddhaghosa作Visuddhimaggaに 即 して説
1)

明 してい く。Visuddhimaggaは 紀 元後5世 紀前半,イ ン ドか らス リランカに

渡 ったBuddhaghosaが,す で に存在 してい た修行テキス トVimuttimaggaを
2)

再 構 成 してつ くった本であ る。 したが って これは,数 ある仏教部派 の中のわず

か一派 に伝わ る教 えなのだが,こ れほ ど具体 的に神通 力の獲得方法 を説 明す る

文献が他 にない こと,そ してBuddhaghosaの 属 していたス リランヵMaha-

vihara派 の聖典が,南 方上座仏教の主流 になってい る ことを考 えれば,こ の

資料を用い るのが最適 なのである。

神通力を得 るためには,ま ず準備段階 としてある程度の強度の精神集中が必

要であ る。禅定の段 階でい うと第四禅 である(禅 の五段階説でいえば第五禅)。禅定

に は第四禅の うえに も空無辺処 ない し非想非非想処 とい った上位の段階があ る

が,神 通力を得 るためには,第 四禅 まで昇 ってお けばいいので ある。この段階に

到達 して初めて神通 力が使 え るよ うになる。 そ こで まず,第 四禅 までの到達方
3)

法 を説明 しよ う。 第四禅 まで昇 るためには,ま ず初禅か ら出発 しなければな ら

ない。禅定に入 るためには業処 とい うものが必要 になる。業処(kammatthana)

とい うのは,禅 定 の所縁,す なわ ち精神集中を行な う場 合の集 中対象 である(そ

の所縁によって得 られる禅定を指すこともある)。た とえば,地 遍 と言 われ る業処 は,

土 でできた特定 の物体 であ り,そ れを見つめ ることに よって精神の集 中度 を次

第 に高 めてい くので ある。業処は全部で四十あ り,目 的 とす る禅定 の種類 によ

って使用 する業処の種類 も違 って くる。本稿で問題 とな るのは初 禅か ら第四禅
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の四つ の段階 であるか ら,そ れ らを得 るために用い られ る業処のみを示 してお
4)

〈。

初禅 一 十 遍(dasakasinani),十 不 浄(dasaasubha),身 至 念

(kayagatEsa七i),安 般 念(anapEnasa七i),四 梵 住 の うちの

慈 ・悲 ・喜梵住(me七ta,karu頭andmuditabrahmavihEra>

第二 禅 一 十遍,安 般念,四 梵住 の うちの慈 ・悲 ・喜梵住

第三 禅 一(同 上)

第 四禅 一 十 遍,安 般念,四 梵住 の うちの捨梵住(upekkhabrahma-

vihara)

十 遍 とは地,水,火,風 青,黄,赤,白,光 明,限 界虚空 の十 の所縁,十

不浄 とは膨脹,青 癒,膿 燗,断 壊,食 残,散 乱,斬 研 離散,血 塗,虫 聚,骸 骨

とい うい わゆる不浄観の十段階,身 至念 とは身体の各部位 に対 して思いを凝 ら

す こと,安 般念 とは自分の呼吸 に思いを凝 らす こと,四 梵住 は衆 生に対 してお

こす四種 の心 すなわち四無量心 の ことで ある。 これ らの うち どれかを選 んで精

神集 中の対象 とし,繰 り返 し修す る ことによってそれぞれの禅定段 階に到達 す

ることができるのである。 どれを選ぶか は,そ の人の性格や資質に よって変 わ

って くるのであ って,適 宜選択 すればよい。 た とえば十遍の第一,地 遍は どん

な人に も適 す る業処 である し,十 不浄 はいずれ も貧欲の強い人に向いてい る,
　　

とい った具合である。 ただ,そ の場合,ど の業処 を選んで も,到 達す る境地 に

変 りはない。地遍 を用 いよ うが水遍 を用い よ うが,到 達 した禅定の状態 は全 く

同 じなのである。

さてそれでは具体的な修 行方法 に入ろ う。 まず修行場所 を決 めなければな ら

ない。業処 を正 しく修す るためには,先 達 か ら正 しい教 えを受 ける必要が あ る。

一人で あれ これや ってみて も,出 発点の業処 が間違 っている となんに もな らな

い。 その ためにはす ぐれた先達(和 尚,阿 閣梨あるいはその他の専門家)が いる精

舎 に住 まねばな らない。選ぶべ き精舎の条件 としては,す ぐれた先達 がお り,

村 落 か ら遠 か らず近か らず,日 用品の施受には不 自由 しないが,か とい って訪

問者 の喧騒 で修行が妨げ られ る こともない,そ うい った点が充足 されねばな ら
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ない。場所を定 めた ら,身 の まわ りの些事に気を とられ ることがない よ う,身

綺麗 にす る。髪や爪 は切 り,衣 や鉢 も汚れていた ら綺麗 に してお くのである。

そ こでい よい よ業処 を用い た精神集中に と りかか る。Visuddhimaggaで は,具

体 例 として十遍の最初の地遍を と りあげてい るので ここで もそれに従 うことに
6)

す る。地遍 とは土でで きた物体であ るが,過 去世 におい てすでに地遍 による禅

定 獲得の経 験があ るよ うなす ぐれた資質を持 つ者 は,わ ざわ ざその よ うな物体

を作 らな くて も,自 然の農耕地 を見つ めるだけで禅定 に入 ることが出来 る。 し

か し全 くの初心者 にはそれは無理 なので,人 工的 な対象物 を作 らなければな ら

ない。地 遍には持 ち運 びのできる もの と,地 面 に据 え付 ける ものの二種類 があ

るがいずれ も形 は円盤状 の土 の板 である。円盤の大 きさは直径一 わた りと四指,

土 は青,黄,赤,白 とい った原色 の ものは避 け,ガ ンジス川の土の よ うな赤茶

色の ものを用 いる。 あた りを掃除 し,沐 浴 したの ち,こ の地遍 の近 くに椅子 を

置 き,そ こに坐 って これを じっと見つ める。 あま り目を開 き過 ぎると疲 れて し

ま うし,細 目に してい る と寝 てしま うか ら,適 度 に 目をひ らい て見つ め続 ける。

その際,土 の色や外 見に心を奪 われ ることな く,「 土」 とい う概 念に心 を集 中

す る。 そ して何度 も 「土」「土」 と唱 えるのである。 こうしてい る うちに,目

を閉 じて も心 の中に,目 で見 たの と同 じ様相が浮かぶ よ うにな る。 これを取相

(uggahanimi七 七a)と 呼 ぶ。取 相は もはや眼の対象 ではな く心 の対象 である。つ

ま りこの段階 で修行者 は外界物 と手を切 って,純 粋 に精 神的 な領域へ と入 る こ

とになる。取相が得 られ たら,そ の場所 を離 れなければな らない。す ぐに自分

の住居 に入 り,そ こで取相に精 神を集 中す るのであ る。地遍 の場所か ら自分の

住居へ戻 る際,入 口で足 を洗 ってい るとせ っか くの精神集 中が乱れ て しま うか

ら,あ らか じめ靴 を穿 き,杖 を用意 しておいたほ うがよい。住居 内で坐 ってい

る うちに取相が消 えて しまった ら,ま た靴 を穿い て地遍 のある ところへ行 って

見 つ め直 し,取 相を取 り戻す。取相 を定着 させ,こ れ を繰 り返 し観察 してい る

と,や がて似相(patibhaganimitta)が 得 られ る。 取相 は,心 の対象ではあ る

が,地 遍 を心 に焼 き写 したよ うな もので,未 だ外界物の具象性を残 してい る。

しか し似相 にな るともはや色 も形 もない,純 粋相 となる。 これは実際に禅定 修
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行 を してい る者 に しか認識 できない状況 なので私に はこれ以上の説 明は不 可能

で あるが,と にか く具体 的な形相 を越 えた,純 粋 に精神的な何 らかの様相であ

る とされてい る。 この似 相が得 られた ら,そ れを繰 り返 し修習す る。そ してそ

の あい だに,初 禅の障 害 とな るい くつかの煩悩(五 蓋)を 滅 していか なければな

らない。煩悩が滅 してい く段 階を近行定(upacarasamadhi)と い う(有 部の未至

定にあたる)。 この近行定 を極 めた時に安止定(appanasamadhi)と い う最終状

態 に到達す るが,こ れ こそが初 禅の境地 であ る。 しか しなが ら,近 行定か ら安

止定へ と進み行 くことは大変困難 な ことなので,近 行定 で停 って しまって先へ

進 めな くなることがおおい。 そんな ときは無理 せずあせ らず,そ れ まで に得 ら

れた境地 を大事 に守 ってい ろい ろ工夫 しなが ら修行の進展 を試 み るのがよい。

た とえば住居 を替 えてみるの もよろ しい。一箇所 に三 日 くらい ず つ住 ん で み

て,精 神集 中に適 した場所を探すのであ る。 ほかに,乞 食 に行 く村 を厳選す る,

無 駄 口をやめる,つ きあ う人 を選ぶ,自 分 にあった食 物を とるよ うにす る,自

分 にあ った時節 を選ぶ,行 住坐臥の うち 自分にあ った修行形態 を選 ぶ,等 の工

夫が ある。 それで もだめな ら,さ らに十種 の奥 の手 があ る。

1身 体,衣 服,住 居 の汚れ を取 り,身 辺を清潔にす る。

2煩 悩 を押 さえ,我 々を悟 りへ と導 く五 つの心(五 無漏根)が 相互 のバ

ランスを失わ ない よ うに注意す る。

3地 遍等の対象の相を消 さないための工夫 をす る(内 容不明)。

4心 が沈ん だ状態に ある時は,そ れを昂揚 させ る修行 を行 な う。

5心 が うわつい た状態 にあ る時は,そ れを鎮静 させ るための修行 を行

な う。

6心 が楽 しまない時 は,世 の中の苦を厭離 す ることに よって心 を喜悦

させる。

7心 のバ ランスを とるべ き時 には,正 し くバ ランスを とる。

8禅 定 に熱心 でな く,精 神が集中 してい ない人に近 づかない。

9禅 定 に熱心 で,精 神 を集 中させてい る人 と付 き合 う。

10禅 定 を尊重 し,そ れ に向 って適進す る,o
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漠然 としすぎてい て奥の手 とい うほ どの ものではないけれ ど,と にか くこの

よ うな方法 で安止定へ の入定が可能に なる。 い よい よ近行定 か ら安 止定へ進 む

場 合,ウ ォー ミングア ップか ら勢い をつ けて一気に安止定へ と入 ることにな る。

人の資質によ って所要時 間には二通 りあ り,速 い人 で七刹那,遅 い人で八刹那
7)

か か る。その最後 の一刹那 が 目的 の安止定(今 の場合なら初禅)で あ る。 初 めて

安止定に達 した際には,そ こに留 まれる時 間はた ったの一刹那,つ ま り達 した

とたんに落ちて しまう。落 ちて普段 の精神状態 に戻 って しま うので ある。 一旦

安止定に達 した者 は,今 度 は安止定 か ら落 ちない ことを 目的 として修行を続け

る。先程,近 行定の段 階で煩 悩(五 蓋)を 滅 する と言 ったが,初 めて安止定に達

した段階では,実 は煩 悩は消 え去 ったわけではな くて,作 用が現われ ない よ う

一時的に押 さえ付け られていたにすぎない。 だか ら一刹那で安止定か ら落 ちて

しま うのであ る。 したが って安止定 に留 まるためには,煩 悩 を除去す るよ うに

努力を続け る必要があ る。 それ と同時 に,す でに獲得 した似相 を増大 させね ば

ならない。近行定の段階で獲 得 した似 相を細 か く細分 し,そ の各部分 を領域 と

して精神の集中度を高めてい くのであ る。 そ して次 第に分割 を粗 くしてい き,

最 終的 には似相全体に対 して最高度の集中を行 な うよ うにする。 これ らの修行

によ って,修 行者 は自在に安止定に入 ることがで きるよ うになる。 この場合,

次 の五つ の自在が得 られ る。

1引 転 自在(avajjanavasa)一 い つで も自由に安止 定 へ の ウォー ミン

グア ップを始 めることがで きる。

2入 定 自在(samapajjanavasa)一 い つで も自由に安止定へ入定 する こ

とがで きる。

3在 定 自在(adhitttanavasa)一 安 止定に留 まる期 間を 自分 で決定 する

ことができる。

4出 定 自在(vutthanavasa)一 好 きな ときに出定す ることがで きる。

5観 察 自在(paccavekkhapavasa)一 各 段階 の禅定 の主要 な心(支)を 自

由に観察す る ことがで きる。

この五 自在 の獲得 を もって,安 止定(い まの場合なら初禅)の 獲 得が完了 した こ
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とになる。

初禅をマスターしてさらに上の段階に進みたい時は,初 禅の欠点を観察 し,

第二禅をめざして修行することになるが,修 行方法は初禅の場合と同じである。

もちろん第二禅のほ うが高度であるから,修 行者 もよ り高度な精神状態が要求

されるのだが,具 体的な手順は変わらない。 ただ,Visuddhima99aで はっき

りしないのは,も う一度,土 の円盤のような外界物の観察から始めるのか,そ

れ とも取相あるいは似相 といった心的対象の観察からでよいのかとい う点であ

る。おそらくは後者であろうと思 うが断定できないので保留 してお く。 このよ

うな手順を繰 り返す ことによって,神 通力獲得の必須条件である,第 四禅到達

が可能になるのである。以上,地 遍を例にとって修行方法を説明した。その他

の業処についてもVisuddhimaggaに は詳 しい説明があるが,こ こでは極 く簡

単に記 してお こう。

地遍を第一 とする十遍であるが,こ れらはいずれも,過 去世での入定経験の

有無によって二通 りの形がある。過去世での入定経験があるものは,自 然界の

諸物をそのまま業処 として用いることができるが,経 験のない初心者は,そ の

ために特別の人工物を作らねぱならない。それぞれの場合を下に記 した。

遍

遍

地

水

火遍

風遍

青遍

然

工

然

工

自

人

自

人

然

工

自

人

(説明済)

池,海 等

清澄な水を容器に満たしたもの

灯火,か まどの火,山 火事等

焚火の上に直径一わた りと四指の穴をあけた皮 または布

を広げ,こ の穴を通 して下の火を見る

自然 と人工の区別なく,風 にそよぐサ トウキ ビ,竹,木,

髪の毛を見たり,皮 膚にあたる風を感じた りする

青い花や宝石等の自然物

青い花を摘んで容器に詰め込み花びらだけが表面を覆 う

ようにしたもの,青 い布を容器に詰め込んだ もの,青 い

染料で作 った持ち運び用あるいは据え付け型の円形模様
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(kasioamandala)

黄遍

赤遍

白遍 以上三つは青遍に準ずる

光明遍 自然 日光や月光が穴を通過 して壁などにつ くる光の円盤,あ

るいは木の間をもれて地上につ くる円盤

人工 穴をあけた瓶の中に入れた灯火が,穴 越 しに壁に投影 し

てつ くる光の円盤

限定虚空遍

自然 壁の穴等

人工 壁や皮,鑓 にあけた直径一わた りと四指の穴

次の十不浄は,ど こそこに死体があると聞いた時,実 際そこへ行 って観察す

るものである。死体のある場所はたいてい危険な場所なので,行 く前に必ずそ

の旨,他 の比丘に告げてお くこと。途中の道の様子をしっか り頭に入れながら,

できれば死体の風上から近づく(死臭を避けるため)。そしてその死体を様々な面

から(た とえば,色,形,置 かれた方位等)綿 密に観察するのである。 もし死体が起

き上がって自分を追いかけてくるのではないか とい う恐怖心が生じた場合は,

まわ りの情景を観察 し,「まわ りの草石が私を追ってくるならこの死体が私を襲

うこともあろ う。 しかしそんなことはないのだか ら,死 体が私を襲 うはずはな

い」と考え,笑 って,恐 れを取 り除 く。このように観察して,そ の場で取相,似

相が得られればそれに越 したことはないが,似相が得られない場合は,住居に戻

って精神集中を続ける。だが時には,途 中で人に会って挨拶 しているうちに取

相が消えてしまうこともあるし,修 行中に忘れてしまうこともあるだろう。そ

んな時は もう一度死体のところへ戻 ってや り直せぼいいのだが,危 険で もある

し,ま た死体の腐敗がすすんで先程 と状況が変 ってしまうこともある。それゆ

え,引 き返さな くても現場の状況をはっき り思いだせるように,途 中の道の様

子 も頭に入れておかねばならないのである。以上のことが十不浄のすべての段

階にあてはまる。Visuddhimaggaで は十不浄に関してさらに詳細な説明が続 く
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が,実 際の修行作法については上の説明で事足 りると思うので残 りは省略する。

身至念は,人 体を形作る三十二の臓物を嫌悪すべきものとして観察すること

である。最初阿閣梨に従 って,三 十二の一つ一一つを口に出して唱え,そ れから

その各々について綿密に観察 していくとやがて似相が生 じてくる。

安般念は,呼 吸を観察する修行方法である。阿闇梨からしっかり教わったの

ち,一 人で坐 り安般念に入る。 この業処は他の業処 と違 って修行がすすむにつ

れて次第に細く,薄 れていく。そうして呼吸が細 くなった時に似相が生じるの

である。

四梵住は,慈 ・悲 ・喜 ・捨のそれぞれの心を何 らかの具体的な対象に向ける

ことから出発して次第に自他の区別をなくしていくことによって安止定を得る

ことができる。

以上,第 四禅 までの修行過程 を説 明 した。次 に第四禅 に達 した者が神通 力を

身 に付 け るための修行方法 を述べ てい く。 まず神通力 にはどの よ うな ものがあ

るのか見 てい こ う。

神通 力(以 後,伝 統的訳語に したがって神通 とする。abhififia)に は 次 の五種類 が

ある。

1神 変(iddhividha)

2天 耳 界智(dibbasotadhEtufiarPa,天 耳通)

3他 心 智(cetopariyafiarpa,他 心通)

4宿 住 随念智(pubbenivasanussatirtana,宿 命 通)

5有 情 死生智(sattanamcu七UpapE七ei乱paあ るいはdibbacakkhufiana,

天眼通)

このほか,解 脱 に とって最 も重要 な漏尽智(khinasavaiapa,漏 蓋通)が ある

が,こ れは出世間 の聖道作用 であって,本 稿で扱 う世間的な超能 力ではないの

で論及 しない。

神変 は,身 体 を自在 に活用す る能力で,思 い通 りに姿を変 えた り好 きな とこ

ろへ移動 した りす る ことがで きる。天耳界智 は,世 界のあ らゆ る音声 を聞 き取
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る能 力。他心智 は,他 の有情の心を心に よって知 る能 力。宿住随念智 は,自 分

の過去世 の様子 を知 る能力。有情死生智 は,天 眼に よって世 界の様子 を くまな

く知 り,さ らに,そ こで生存 してい る有情の過去,未 来,現 在 にわた る業 の因

果 関係 を理解す る能力で ある。

どの神通 も,獲 得方法 は基本的 には同 じである。第四禅 に達 したのち,そ こ

か ら一旦出定 し,自 分が希望 す る神通 を心 に念 じる。す る と,初 禅の獲得 と同

様の過程を経 て七刹那 または八刹那 ののちに安止 の状態が一刹那 だけ得 られ る。

これが神通の獲得であ る。最 初は一刹那 で もとの状態 に落 ちて しま うが,こ れ

を何度 も繰 り返 し練習す ることに よって五 自在 が得 られ,い つ で も,好 きなだ

け神通 を使用す る ことがで きるよ うに なるのであ る。なんに して も,繰 り返 し

の練習 こそが肝要で ある。 この よ うな ことか ら,神 通 状態 は初禅等 のよ うに特

定 の禅定段階 として設定 され る もので はないが,実 際の形態 は,一 つの独立 し

た禅定 として扱 われてい た ことがわか る。 そして形式上 は,神 通 は第四禅に含
8)

まれ るとされ る。基本 は以上 の とお りで あるが,各 神通 によって細部に異 な り

があ るので,神 通 の用法説 明 も兼 て各論 を記す ことにす る。

まず神通 の第一,神 変で あるが,こ れ は大 き く次の十種類に分 け られ る。

(1)決 意 神変adhitthanaiddhi,(2)変 化 神変vikubbanaiddhi,(3)意 所

成神変manomayaiddhi,(4)智 遍 満神変fiarpavippharaiddhi,(5)定 遍

満神変samadhivipPharEiddhi,(6)聖 神 変ariyaiddhi,(7)業 報 生神変

kammavipakajaiddhi,(8)具 福 神変pufifiava七 〇iddhi,(9)呪 術 所成神

変vijjamayaiddhi,⑩ 彼 々処正加行縁成神変 七a七thatatthasarnapa-

yogapaccayaijjhanatthenaiddhi

この十種 の神変 の うち,今 まで述べ てきたよ うな修行法に よって得 られ るの

は(1)決意 神変,(2)変 化 神変,(3)意 所 成神変の三種 だけで ある。 ここに挙げた十

種 は,超 人的な行為 とい う非常 に広い意味での神変で あって,我 々が今問題 に

してい る,禅 定 階梯 に組 み込 まれた神通 としての神変以外の もの も並べ られて

い るのであ る。(1)決 意 神変 とは,本 人 の決意 によって起 こす,分 身 の術 などの

身体的能力。(2)変 化 神変 とは,自 分 の姿 を隠 したかたちで起 こす神変で,た と
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えば,提 婆達多が自分の形を童子に変えて阿閣世太子に近づいた例が挙げられ

る。(3)意所成神変 とは,そ の者が一旦自分の身体を空洞にし,そ こへ希望する

身体 を造 り,そ の身体をあたか も剣を鞘から抜 くようにして引き出すことによ

って化身を作 りだす神変である。(4)智遍満神変とは,将 来阿羅漢になる予定の

者,あ るいは阿羅漢になった者が,そ の智の力によって起 こす神変である。た

とえば,今 生で阿羅漢になると決っている者が赤ん坊の時,不 思議な現象によ

って災厄から救われるような場合が これにあたる。(5)定遍満神変 とは,禅 定に

入 っている者に現われる超能力であって,禅 定に入っている舎利弗の頭を夜叉

がカー杯殴 っても,舎 利弗が全 く苦痛を感じなかったとい う例がある。(6)聖神

変 とは,聖 者にのみ可能な神変である。 これは超能力とい うよりも,心 理的な

能 力であって,世 間では厭わしいとされているものを逆に好ましい ものと感じ,

好ましい ものを厭わしい と思 う等の作用である。(7)業報生神変は,過 去の業の

果 として生まれつき備わる能力である。たとえば鳥が空を飛ぶのも,天 や夜叉

の飛行能力 も業報生神変 と考えられている。(8)具福神変は,本 人の福徳の力に

よって生ずる不思議な能力のことで,転 輪聖王が軍隊を連れて空を飛んだ り,

立派な居士に奇跡が起った りする場合がこれにあたる。(9)呪術所成神変 とは,

呪術師が呪文の力で様々な不思議を行なうこと,最 後の⑩彼々処正加行縁成神

変は,正 しい修行道によってす ぐれた結果を達成すること,あ るいは技能の修

得によって素晴 らしい成果をあげることであるとされている。

禅定階梯 と関連するのは初めの三つであると言ったが,そ の第一番目,決 意

神変はさらに十種に細分される。

i一 身を多身とする神変一 「自分の身体を多身にしよう」と念じて起す

神変。分身の術である。現われる身体の数は任意に決めることができる。

また,特 に決めなけれぱ,現 われた多身は,元 の神変者と全 く同じ形に

な り,神 変者 と同じ行動をとる。 しかし,念 じる時に指定すれば,姿 も

行動 も自分の思いどお りに決めることができる。

ii多 身を一身とする神変一iの 一身多身神変を実行中,そ の多身を一身

に戻 したい と思 う者は,こ の神変によって多身を一身に戻す ことができ
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る。初心者の場合,先 ず第四禅に入定,出 定 してから起すことになる。

iii顕 現の神変一暗闇に光を生ぜしめた り,途 中の障害物を取 り払 った り.

あるいは遠 くのものを近 くにあるかのようにして,本 来見えるはずのな

い ものをみんなに見えるようにする神変。
9)

iv隠 匿の神変一iiiの逆で,本 来見えるはずのものを見えなくする神変。

V障 磯をなくす神変一壁や山など途中の障害物をなくして,あ たか も虚

空を行 くかのように移動する神変。 この神変を得るためには,最 初に禅

定に入る時,業 処 として十遍の第八である虚空遍を使わねばならない。

そして障害物を想念し,「虚空となれ」と念 じることによってこの神変が

得 られるのである。 ところで,自 分がこの神変によって移動 している最

中,他 の者が何らかの神通によって山等の物体を現出させた場合,ど ち

らが優先するか とい う問題が生じる。 これは,先 に生じた神通のほうが

強いので,自 分の神変が先なら,「虚空 となれ」と念 じることによって消

すことができるが,相 手の化作のほ うが先なら,こ ちらはその障害を避

けて行かねばならないのである。

vi地 中に出没する神変一大地をあたか も水のように変えて,そ こで潜っ

た り浮かんだり,あ るいは沐浴,飲 水,洗 顔,洗 濯をした り,さ らには

容器に汲み取 った りする神変。業処 として水遍を用いる。神変を念 じる

際は,「 これだけの場所の地は水になれ」 と念 じる。水以外にも蘇,油,

蜜,砂 糖水等の液体に変えることもできる。この神変を実行中,そ の大

地は,他 の人々にとっては依然 として大地のままだが,「他の人にとって

も水になれ」 と念 じれぼ,他 の人にとって も同じ神変が起 こる。

vii水 上で沈まない神変一viと は逆に,水 をあたかも地面のように変えて

自由に行動する神変。業処 として地遍を用いる。地面以外に も宝珠,黄

金,山,樹 等に変えることもできる。

耐 飛行神変一結蜘,横 臥,歩 行などの姿勢をとりながら空中を移動する

神変。地遍によって入定し,神 変を念 じる時は,そ れぞれの姿勢をとる

のに必要なだけの広さの場所を限定して 「地 となれ」 と念 じる。明記は
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されていないが,こ の化作した地面に乗 って,空 とぶジュウタンのよう

な状態で飛行するものと思われる。 この神変を行なう者は,必 ず同時に

天眼も持っていなければならない。なぜなら,飛 行中の障害物や降 り立

つべき適当な場所を天眼で見なければならないからである。

ix日 月に触れる神変一太陽や月に触 ったり,そ の表面を手で撫でた り,

あるいはその上に坐 った り寝たりする神変。 日月が近 くにやってきて,

それに手で触れることもできるし,手 を日月の ところまで伸ばして触れ

ることもできる。同時に多数の者が この神変を行って も,一 人一人が別

個に日月に触れることができる。一個の月が千の鉢の水にそれぞれ別個

に映るようなものである。

x身 自在神変一梵天界に至 る範囲で化身を作 って自由にあやつ る神変

(実際はもっと煩雑)

他の二つの神変,変 化神変 と意所成神変についてはすでに説明したとお りで

ある。 これで神変の説明を終 って,そ の他の神通をみてみよう。

天耳界:天 耳通は,世 界中のあらゆる音声を聞き取る神通である。第四禅か

ち出定したのち,自 然界の音を,麓 なるものから細なるものへ と順に聞き取っ

てい く。 これを十方にわたって繰 り返 し行なうと,や がて安止心が生起 して天

耳通が得られる。一旦これが得られたら,次 は自然界を多数の領域に細分 し,

各領域毎に集中度を高めてい く。 これによって五自在が獲得でき,完 全な天耳

通 を手に入れることができる。

他心智:他 の有情の心を知る神通。 この智を得るためには,ま ず天眼を持た

ねぼならない。天眼で他の有情の心臓付近の血の色を見 るのである。血が赤け

れば喜心,黒 ければ憂心,澄 んでいれば捨心が生 じているとい うことがわかる。

この力が強力になってくると,天 眼なしで も,す なわち血の色を見なくても無

色界に至るまでの他の有情の心を知ることができるようになる。 この場合の他

心智は,他 人の考えを読み取るものではな く,そ の心が十六種の心の状態のう
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ちの どれに属 してい るかを判断 する ものである。十六種 とは,有 貧,離 貧,有

瞑,離 瞑,有 擬,離 擬,沈 欝,散 乱,高 大,不 高大,有 上,無 上,等 持,不 等

持,解 脱,不 解脱 である。

宿住随念智:自 分 の過去世の様子を知 る智。 ただ し仏 の宿住 随念智 だけは,

他者 の過去世 の様子 を知 ること もで きる。 この神通 があ るのは次 の六種 の人で

あ る。

1外 道一外道は四十 劫の昔 まで思い出す ことができ る。 その場合,目

的 の箇所を探 し当て るためには,現 在 か ら順 を追 って思い 出 していか

ね ばならない。 ち ょうど,カ セ ッ トテー プの中の曲を探す とき,初 め

か ら順に聞いてい って 目的の曲を見つ けだす よ うな ものであ る。

2普 通 の声 聞一百千劫 の昔 まで思い 出す ことが で き る。 外 道 の よ う

に,順 を追 って思い出す方法 と,死 と結生 による跳入の二 とお りの方

法が可能 であ る。死 と結生 による跳入 とは,死 んで生 まれ変わ る時を

一 つの区切 りとして
,こ の区切 りを辿 って思い出 してい く方法であ っ

て,カ セ ッ トテープでい えば,頭 出 しの機 能に よって選 曲するよ うな

ものであ る。

3八 十人の大声聞一十万劫の昔 まで思い出す ことができる。普通 の声

聞 と同 じ く,順 を追 って思い出す方法 と,死 と結生 による跳入の二 と

お りの方法 を用 いる。

4二 人の第一声 聞(舎 利弗 と目連)一 一阿僧祇 と十 万劫の昔 まで 思い 出c

す ことができる。方法 は,死 と結生に よる跳 入を用 い る。

5独 覚一二阿僧祇 と十万劫を思い出す ことができ る。ng-一 声 聞 と同 じ

く,死 と結生に よる跳 入を用 い る。

6仏 一際限 な く思い出す ことがで きる。順 を追 って思い 出す方法 も,

死 と結生に よる跳 入 も用 い ることな く,任 意 の時 を即座 に思い 出す こ

とがで きる。 フロ ッピーデ ィス クに見 られ る ランダムア クセス機能の

ような ものである。
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ここでは,普 通の人が修行によって獲得する神通のことを説明しているから,

得 られるのは2の 「普通の声聞の宿住随念智」である。その獲得方法は次のと

お り。第四禅から出定 したのち,直 前の ことを思い出す。そこから順に時間を

遡 って過去のことを思い出してい く。 もしはっきり思い出せないことがあった

ら,第 四禅への入定出定を繰 り返 して正確に思い出すようにする。 こうするう

ちに,今 の人生が始 まった最初の瞬間(結生)に まで記憶が到達する。さらに努

力すると,前 生の最後の瞬間を思い出せるようになる。すると,こ れを所縁 と

して七または八刹那で宿住随念智が生 じる。あとはこの能力を強化して五自在

を得れば,過 去世のことを自由に思い出せるようになるのである。

死生智(天 眼智):こ れ は世の有情 の有様 を知 り,そ れが過去世,未 来世 とど

のよ うな因果関係で繋が ってい るのかを理 解す る神通 であ る。 したが って,世

の有情 の有様 を知 る力(天 眼dibbacakkhu)と,過 去世,未 来世 との因果関係 を

知 る力(随 業趣智yathakammapagafiErPa,未 来分智anagatarrisafiErPa)の 二 つの要素

か ら成 っている とされる。火,白,光 明の三遍の うちのいずれかを業処 として

第四禅に到達 し,さ らに肉眼 でみえない物 を見 るよ うに努力す ることに よって

七 または八刹那で死生智 が得 られる ことになる。

以上神通力の獲得方法についてVisuddhimaggaの 説 をで きるだけわか りや

す く紹介 した。一見,非 現実的な空想上 の方法 とも思 えるが,Visuddhima99a

とい う書が一種の修行マ ニュアル としての側面 を持 っている ことか ら見 て,こ

れ は決 して絵空 ご とではな く,実 際に出家者 たちが行 な っていた修行のや り方

を表 してい る と考 えるべ きであ る。そ してその特徴は,定 まった コースの反復

練習 にある。一定の コースを,反 復練 習に よって一歩一歩昇 ってゆき,資 質 に

よって遅速 の違い はあ って も,最 終的に は誰 もが同 じ状態 に到達 する。 これ は

禅宗 のいわゆ る頓悟 とは全 く共通す る ところのない別個の修行形態 である。 イ

ン ドと中国の仏教 を比較 する際,常 に問題 とされ る漸悟,頓 悟 の違 いは,こ の

よ うな具体 的な修行法 の比較 によ って こそ,は っき りと理解す ることができる
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であろ う。

ユ)C.A.F.RhysDavids,7「heVisuddhi-MaggaofBuddha8hosa,PaliTex七Socie七y

London1920-1921・ そ の他 の 関連 資 料 に 関 して は森 祖 道 『パ ー リ仏 教 注 釈 文 献 の研

究 』 山 喜 房 仏 書 林1984,pp・17-20を 参 照 せ よ。 なお 水 野 弘 元 に よ る 日本 語 訳 は,

注 釈 書 も参 照 して 書 か れ た もの で 極 め て 信 頼 で き る訳 で あ る。 『南 伝 大 蔵 経 』62,

63,64巻 。

2)森 祖 道 「Visuddhimagga著 述 事 情 考 」 『佛 教 研 究 』 第2号,1972,pp.115-100,

3)以 下,本 稿 で は,第 四 禅獲 得 の た め に行 な うべ き具 体 的 行動 を説 明 して い く。 そ

れ らの行 動 の根 底 に は体 系 的 な心 理 理 論 が存 在 す るの だ が,そ れ は敢 て と りあ げ な

い。Visuddhimaggaの 心 理 作 用 に 関 して は水 野 弘 元 の詳 細 精 密 な研 究 が あ る の で

そ ち らを参 照 せ よ。 水 野 弘 元 『パ ー リ佛 教 を中 心 とし た佛 教 の心 識 論 』 山 喜 房 仏 書

林1964,禅 定 作 用 お よ び神 通 作用 につ い て はpp.919-927.

4)水 野PP・919-921;Visttddhi-Mα99αPP・118-372,全 体 の 三 分 の 一 以 上 が 業 庭 の

説 明 に費 や され て い る。

5)詳 し くは 水 野P.922の 表 を見 よ。

6)Visuddhi-MaggaPP.118-169;水 野P.923.

7)こ の 際 の心 理 的過 程 に 関 して は,水 野PP.924-925.

8)Visuddhi-Ma88αP・387:七alpPuddevu七 七alpapPanEcittamivagotrabhU

anan七araMekamevaupPajja七irttpavacaraca七ut七hajjhanikarP .

9)iii,ivに 関 して は別 の解 釈 もあ る。 神 変 を起 こ して い る間,神 変 者 自身 の姿 も見

え る よ うな神 変 を顕 現 神 変,神 変 者 の姿 が 見 え な くな る神 変 を隠 匿 神 変 とす る の で

あ る。Visuddhi-Mαggαp.393.


